
                    平成 30 (2018)年 2 月 21 日 

 

東日本賃貸住宅本部 

   

ＵＲ都市機構（独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ」といいます。））は、花見川団地

（千葉市花見川区）商店街において、商店街振興組合ならびに自治会と連携の上、「『食』と

『つなぐ』をテーマにした新しいコミュニティ拠点」を開設することとし、そのお披露目のプレ

オープニングイベントを 2月 24 日（土）に実施します。 

＜コミュニティ拠点の概要＞ 

このコミュニティ拠点は商店街の一区画（2-42-101 号）を活用したキッチン付シェアスペース

です。主な特徴は次の３点です。 

① 日替わり【1Day キッチン等】での多様な『食』の提供を行い、団地の『活性化』を促進       

② 多世代が皆で『食』を共にする【コミュニティ食堂等】により、暮らしの『安心感』を提供 

③ ①の使用料収入により②の活動を支援し、持続的な運営の仕組み構築を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『住』を提供するＵＲが、『食』に係るコミュニティ拠点を整備し運営の支援を行うとともに、

自己実現を行いたい若年層に対し、割引制度のＰＲ等による入居促進を図ることで、当団地にお

いて多様な世代が暮らし輝くミクストコミュニティの形成を積極的に支援してまいります。 

 

 

 

 

『食』を通じて、団地に『活性化』と『安心感』を！ 

～花見川団地に新しいコミュニティ拠点 2/24 プレオープニングイベント～ 

お問い合わせは下記へお願いいたします 

○ＵＲ都市機構 東日本賃貸住宅本部 千葉エリア経営部  

ストック・ウェルフェア推進課  赤堀・宇内 （電話） ０４３-２９６-７２９６



１ 『食』に着目した背景 

ＵＲは平成 26 年 10 月より、花見川団地を地域医療福祉拠点化※１取組み団地と位置づけ、

地域関係者の方々と地域課題の把握や、意見交換を重ねてきました。その一環で、団地高齢

者にアンケート調査※2 を行ったところ、「孤食」と「幸福度」、「友人と会う頻度」と「幸

福度」に一定の相関関係がみられたことから、誰もが必要とする『食』と『つなぐ』をテー

マとし、団地全体の魅力向上ならびに商店街の活性化にも資するコミュニティ拠点を、商店

街振興組合ならびに自治会と連携し開設することとしました。 

（※1 ＵＲが地域関係者と連携・協力し医療福祉施設の充実、多様な世代に対応した住環境の整備、 

多世代コミュニティの形成を推進する取組み URL: http://www.ur-net.go.jp/welfare/） 

（※2  昨年夏に、千葉市・ＵＲ共同で花見川団地の高齢者を対象に実施） 

 

２ コミュニティ拠点について 

１） 実施目的： 

団地の中心にある商店街に『食』と『つなぐ』をテーマとしたコミュニティ拠点を整備

し、活性化と地域貢献の取組みを支援・ＰＲすることで、団地の付加価値向上を目指し

ます。 

２） 実施内容 

・商店街の一区画（2-42-101 号）にＵＲがキッチン付シェアスペースを整備 

・商店街振興組合とＵＲがキッチン付シェアスペースを管理 

・2月 27 日（火）にグランドオープン 

３） コミュニティ拠点のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ プレオープニングイベント 

  2 月 24 日（土）、「花見川団地 100 円商店街」イベント（年間 3 回開催）にあわせて、当

該拠点のプレオープニングイベントを行います。 

当日は、グランドオープン（2 月 27 日（火））以降の出店予定者による軽飲食や雑貨の販

売、あわせて拠点に親近感を持ってもらえるよう名前付け投票等も予定しております。 

また、賑わい創出と概要説明も兼ね、企画に関わったＵＲ若手職員も積極的にイベントに参

加致します。ぜひご参加お待ちしております。 

 



 ４ 参考 

１）拠点立地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）拠点内図面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３）利用スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）出店予定者 

 
 

以 上 

 

 

 

 


